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≪ご挨拶≫

株式会社金谷興油は昭和59年6月創業し、製造業の皆様へ石油製品の供給と

その廃棄物処理を通じて生産の効率化にお役立ちすべく努力してまいりま

した。平成20年に、廃油の中間処理工場を環境サービス事業部大泉工場と

して開設し、製品の納入から廃棄までの一貫したサービス体制を確立し、

地域の製造業の発展により一層貢献していきます。また、弊社は石油製品

及び廃油等を事業の柱としており、地球環境に与えるリスクを念頭に置き

環境方針を設定して、企業活動の大きな柱とし努力してまいることを宣言

いたします。

環境経営活動レポートをご覧いただき、ご指導、ご指摘を賜りまして、

弊社の環境経営活動に生かして行きたいと存じます。

株式会社　金谷興油

代表取締役

金谷　晴好
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環境経営レポート
【レポートの対象期間：2021年6月～2022年5月】

株式会社　金谷興油



  当社は、技術大国・日本を支える製造業のみなさまへの油剤の提供・廃油

等の収集運搬ならびに中間処理という事業によってここまで成長してまいり

ました。石油と共に歩んできた私どもだからこそ、地球の資源は有限であり、

廃棄物問題が地球規模の環境問題であることを日々、強く実感しております。

そして、こうした問題に対し、私どもにも出来ることがあるのではないかと

ここに環境マネジメントシステムを定め、地球にやさしく、地域との共存を

目指す環境保全活動にたゆまぬ努力し、継続的に改善することをお約束いた

します。

1、 当社は、環境関連の法規制および協定などを守ります。また、地域の声

に応えるよう努めます。

2、 省資源・省エネルギー、廃棄物の減量化およびリサイクルを行い汚染の

予防に努めます。

3、 環境経営目的・目標を定め、その達成のために努力し、評価し、必要な

見直しを行い、これらに常に取り組んでいきます。

4、 本方針は、当社で働くすべての人に周知します。

5、 本方針は、社外の方々からの要求があった場合、公開いたします。

株式会社 金谷興油

　 　　　　代表取締役 　金谷晴好

　　１．環境経営方針

2020年6月1日
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1．　事業所及び代表者名

株式会社　金谷興油

代表取締役　金谷　晴好

2．所在地

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　常務取締役　　　　清水　雄次郎

担当　　　　　　：　ＥＡ２１事務局    小島　和明　　

TEL　：　0276-31-5384

FAX　：　0276-31-5368

4．対象範囲

5．事業の内容

①工業用油剤（金属加工油、潤滑油、洗浄油等）の販売

②工作機械、油槽の清掃を含む油脂交換

③産業廃棄物の収集運搬及び中間処理（油水分離、汚泥脱水）

④特別管理産業廃棄物（廃油、廃酸、廃アルカリ）の収集運搬

6．事業規模

　　　

環境管理責任者　：　　　　　　　　　　島田　明裕　　　 

２．事業活動の規模

　　　　　　　　　本社：〒373-0842　群馬県太田市細谷町336-1

　　環境サービス事業部：〒370-0523 群馬県邑楽郡大泉町大字吉田1221-14

　　　　　　　長野支店：〒386-0027 長野県上田市常磐城2381

人 35 35

　　全組織・全活動・全従業員35名を対象としています。

設立年月日：昭和59年6月12日

資本金：1,000万

活動規模 単位 2020年 2021年

延べ床面積 ㎡ 818 818
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売上高 百万円 1,476 1,489

従業員数



7.許認可の内容

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃ｱﾙｶﾘ
廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず 金属くず

群馬県 01000008668 平成28年11月24日 令和10年11月23日 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

埼玉県 01104008668 平成28年12月27日 令和10年12月26日 ● ● ● ● ● ● ●

栃木県 00900008668 平成29年05月22日 令和11年05月21日 ● ● ● ● ●

千葉県 01200008668 令和2年12月20日 令和9年12月19日 ● ● ● ●

茨城県 00801008668 平成29年06月02日 令和11年05月21日 ● ●

福島県 00707008668 令和2年10月29日 令和9年10月28日 ● ● ●

長野県 2019008668 平成29年11月12日 令和4年11月11日 ●(積保)●(積保) ●(積保)

群馬県 01050008668 令和2年10月19日 令和9年10月18日

埼玉県 01154008668 令和2年12月22日 令和9年12月05日

栃木県 00950008668 平成27年12月21日 令和4年12月20日

千葉県 01250008668 令和2年12月06日 令和9年12月05日

長野県 2059008668 平成29年11月12日 令和4年11月11日

処
分
業

群馬県 01020008668 令和2年05月15日 令和9年05月14日

8.収集運搬車両

初年度登録

R1.9

H27.3

R1.10

H24.9

R1.11

R4.6

H26.12

H30.10

H29.3

H27.10

H16.1

H26.3

R2.9

R2.11

H17.5

R1.8

H23.12

H29.3

H29.4

H30.3

H30.3

H31.3

R3.11

群馬　400
ぬ　81-23

２ｔ平ボデ―(本社） 2,000

群馬　100
た　77-28

３ｔ平ボデー（本社） 3,000

10,200群馬　800
は 22-79

２ｔ平ボデ―(長野） 2,000

群馬　400
ち　75-25

1.5ｔ平ボデ―(長野） 1,500

産
業
廃
棄
物

(

収
集
運
搬
）

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

（

収
集
運
搬
）

廃油（揮発油等）、廃酸（腐食性）、廃ｱﾙｶﾘ（腐食性）　

廃油、廃酸（pH2.0以下）、廃ｱﾙｶﾘ（pH12.5以上）

廃油（揮発性）、廃酸（腐食性）、廃ｱﾙｶﾘ（腐食性）

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類に限る）、廃酸（pH2.0以下）、廃ｱﾙｶﾘ（pH12.5以上）：特定有害産業廃棄物を除く

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類に限る）

8,240

3,600

汚泥（中間処理：脱水）、廃油（中間処理：油水分離）

2,990

3,000

2,000

6,000

10,200

13,600

3,840

2,400

２．事業活動の規模

種類
許可元
自治体

許可番号 許可の有効期限

産業廃棄物の種類・事業の範囲

許可の年月日

群馬　100
そ　61-58

３ｔ平ボデー（本社）

３ｔ平ボデー（本社）

３ｔ平ボデー（本社）

群馬　800
は　20-67

群馬　400
つ　17-09

群馬　100
は　83-36
群馬　800
す　32-82

群馬　800
は　815

群馬　400
な　89-88

群馬　800
は 22-87

群馬 800
は　20-66

群馬　800
は　17-50

１2ｔローリー（環境）

群馬　800
は　21-92
群馬　800
は　15-47
群馬　800
せ　76-76
群馬　800
は　20-06

６ｔダンパー（長野）

１2ｔローリー（環境）

６ｔダンパー（環境）

4ｔダンパー（環境）

２ｔ平ボデ―(長野）

６ｔ平ボデ―(環境）

４ｔローリー（環境）

１０ｔダンパー（環境）

１６tローリー（環境）

登録№ 種類 最大積載量(kg）

3,000

3,000

3,000

群馬　100
た　73-98
群馬　100
た　592

群馬　100
た　76-27

３ｔ平ボデー（本社）

9,400

8,200１０ｔダンパー（環境）

10ｔダンパー（長野）

１０ｔダンパー（環境） 8,200

群馬　800
は　23-80

１０ｔダンパー（環境） 8,200
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群馬　800
は　21-46

１０ｔダンパー（環境） 8,000



9.積替え保管施設

保管面積 保管上限

52.78㎡ 41.65㎥

49.06㎡ 41.37㎥

13.60㎡ 6.0㎥

10.処分業に関する内容

種類 処理能力 処理方法

廃油 100㎥/8h 油水分離

汚泥 12㎥/24ｈ 脱水

11.処理フロー図

廃油
受入れ 油水分離 廃アルカリ

廃油

汚泥
受入れ 脱水 脱水汚泥

  

長野支店 汚泥

長野支店 廃油

２．事業活動の規模

事業場 種類

長野支店 廃アルカリ

事業所名 処理施設

環境サービス
事業部

油水分離施設

汚泥脱水機

処分先へ搬入

再生業者に販売

処分先へ搬入

  廃油処理工程
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3. 受託、または受領した廃棄物、再生資源等の処理量等

（１）産業廃棄物
○ 収集運搬量、処理量等をご記入ください。

（ⅰ）収集運搬

単位 収集運搬量

t 14,147.75

t 581.00

t 229.74

t 1.86

t 14,960.35

（ⅱ） 中間処理

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量

廃油（含油水） 油水分離 t 12,483.91

廃油（汚泥） 油水分離 t 389.56

t

t

廃油 再生重油化 t 741.34

t

t

t

t 741.34

t 12,873.47

（ⅲ）最終処分

処理方法等 単位 処分量

t

t

t

t

（ⅳ）中間処理後の産業廃棄物（最終処分・中間処理・再資源化等）

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処分量等

廃アルカリ 中和（委託） t 11,452.35

汚泥 焼却（委託） t 204.46

t

t

t 11,656.81

廃棄物の種類 処理方法等 単位 処理量等

t

t

t

t

t

t 11,656.81
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合計

廃棄物の種類

合計

中

間

処

理

後

の

産

業

廃

棄

物

最

終

処

分

小計

中

間

処

理

（

再

資

源

化

等

）

小計

中間処理

う

ち

再

資

源

化

等

小計

合計

廃棄物の種類

廃油（含油水）

汚泥

廃アルカリ

廃プラスチック

合計



最高責任者 【常務取締役　清水　雄次郎】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境経営方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境経営

　方針・環境経営目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要

　に応じ改訂を指示する。

環境管理責任者 【島田　明裕】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【小島　和明】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会 最高責任者･環境管理責任者･事務局で構成し、4ヶ月に1回環境管理

責任者が召集する。環境経営目標の設定、環境経営活動計画の策定

及び進捗管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者

は出席することができる。

環境サービス事業部 長野支店本社
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職名 役割

4．EA21推進体制

【環境委員会】
4ヶ月/１回

【環境管理責任者】
島田　明裕

【事務局】
小島　和明

【最高責任者】
常務取締役
清水　雄次郎



当社に於ける2016/6/1～2017/5/31の環境負荷実績を把握し、

2020年度～2022年度迄の目標を下記の通り定め3ヶ年活動を開始しました。

1．環境目標とその実績

＊2021年の実績は、2021年6月～2022年5月のデータです。

2016年 2020年 2022年

実績 目標 目標値 ※実績 実績 目標

２．主な環境負荷実績

2020年 2021年

426,779 457,863

1.99 2.11

996 966

9.60%

管理の徹底

2016年
実績に

対して1.5％
向上

3,073

1.41.8

3,235

目標に対して
15.31％回収率低下

―

9.69%

5．環境経営目標とその実績
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②売上高100万円
当たりの廃棄物
排出量の削減
(kg/百万円)

④SDS管理の徹底 ―
管理の徹

底

⑤本業に関する
目標（再生重油

回収率）

③売り上げ1000
万円当り水資源
投入量の削減
(㎥/千万円）

環境目標

基準値 今年度目標（2期目）

維持管理

1.9

目標に対して5％削

減できた

目標に対して26％
削減した

維持管理

2016年実績に
対し4％削減

2016年実績に
対して5％削減

2016年
実績に
対して
1％
向上

取扱い製
品SDSの
把握

8.13%

2016年実
績に対し
て4％削
減

2016年実
績に対し
て3％削
減

460,608

1,055

【排出係数（中部電力）H25年度　係数/0.513】

維持管理

中長期の目標
（3期目）

目標の達成状況

2021年

―

3,138

12.7

①売上高1000万
円当たりの二酸
化炭素排出量の

削減
(kg-CO2/千万円)

【排出係数（東京電力）H25年度　係数/0.531】

2.05

①二酸化炭素排出量（kg-CO2)

②廃棄物排出量(t)

③水資源投入量（㎥）

環境への負荷

372,074

2.19

1,464

2016年

2016年
実績に

対して18.9％
低下

7.78％

目標
（１期目）

2016年実績に
対して10,3％

削減
2,903

2016年実績に
対して28.6％

削減
1.36

維持管理

管理の徹底

2019年

―

管理の徹底



＊2021/6/1～2022/5/31の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減

①空調温度適正化確認

②照明不要時のＯＦＦの推進

③フロン排出抑制法管理

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑥電力、ガソリン量の集計

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③産廃物排出量の集計

④裏紙使用ルールの徹底

3．水資源投入量の削減

①毎月の水道代を確認

②節水を啓蒙

③洗い物はまとめて洗う

4．SDS管理の徹底
①取扱商品（化学物質含有）の把握

②購入製品の把握

③SDSの入手・管理

5．本業に関する目標

①再生重油回収率向上

環境経営活動計画 環境経営活動計画の取組結果とその評価

6．環境経営活動計画の取組みと評価
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次年度の取組内容（今後の取り組み）

次年度の取組内容（今後の取り組み）

次年度の取組内容（今後の取り組み）

次年度の取組内容（今後の取り組み）

次年度の取組内容（今後の取り組み）

・化学物質が含まれていると想定される油剤のＳＤＳを入手
し、確認を行う
・新商品の導入時は全ての商品のＳＤＳを入手する。

維持継続を行う

指標値基準年としている2016年と現コロナ禍であるここ数年と
は活動環境が大きく変化してしまったため、基準年の再設定し
て活動をすることを検討した結果、基準年2016年→2020年に替
えることに。

4期連続未達成の状況を踏まえ、次年度より基準年を変更
廃油の回収サイクルを効率よくするようにする

電力使用量増加が目立ったがコロナ対策および作業環境改善を
考慮した結果、空調設備の使用状況が変化した事が要因と考え
る。ガソリン・軽油使用量増は車輌の増加分であるが売上高も
伸びたため、削減率は現結果に達することとなった。

電力会社の見直しを検討する
エコドライブの再推奨

売上高が上昇したに関わらず廃棄物量に大幅な変化が見られな
かったことはより質の高い売上活動を行えた結果として評価し
ている。

次年度においても引き続き廃棄物の分別を行い、削減を維持し
ていく

節水に対する意識の浸透および実際の使用方法の維持に売上高
増による相乗効果により好結果を残すことが出来た。

維持継続を行う



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2022年6月24日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

漏洩管理、流出防止措置 遵守
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浄化槽法 法11条検査、清掃、保守点検 遵守

道路交通法 安全運転管理者の選任 遵守

水質汚濁防止法

更新審査が問題なく終了したことを評価する。
社内使用各車輛を可能な限りEcoカーへの切替検討する。
5S活動特に躾に関する活動強化。

39期経営方針でもある「全社員協力体制」はEA21の基本理念でもある全事業所、全
従業員
にて活動するにつながると考えている。全従業員が同じ方向を向き一丸となること
が大切であると考える。

次年度は、より一層EA21を経営に絡めて活動を行う。

8．代表者による全体の評価と見直し

産業廃棄物処理責任者の設置、
マニフェスト交付・保存及び交
付状況報告

遵守状況遵守事項

遵守廃棄物処理及び清掃に関する法

地域協定（長野支店） 土壌分析検査報告 遵守

設置許可、定期点検の実施等

7．環境関連法規制の遵守

法規制等の名称

消防法 遵守

フロン排出抑制法 簡易点検 遵守



在庫管理

在庫管理

廃棄物／用具管理
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9．5Ｓ活動例（写真）


